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(57)【要約】
【課題】着用時における右上粘着部及び左上粘着部の髪
の毛への付着と、右下粘着部が右上粘着部上に重なるこ
と及び左下粘着部が左上粘着部上に重なることと、を抑
制しながら、右上粘着部及び左上粘着部の粘着力を向上
させることが可能なマスクを提供すること。
【解決手段】マスクであって、マスク本体（１０）と、
右上粘着部（４２）と、右下粘着部（４４）と、左上粘
着部と、左下粘着部と、を含み、右上粘着部（４２）及
び右下粘着部（４４）の少なくとも一方の粘着部は、マ
スク本体（１０）に近づくにしたがって、両粘着部（４
２，４４）の隙間の上下方向の寸法が小さくなるように
一方の粘着部の上下方向の寸法を大きくする形状を有し
、左上粘着部及び左下粘着部の少なくとも一方の粘着部
は、マスク本体（１０）に近づくにしたがって、両粘着
部の隙間の上下方向の寸法が小さくなるように一方の粘
着部の上下方向の寸法を大きくする形状を有すること。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鼻及び口を被覆可能な形状を有するマスク本体であって、当該マスク本体が鼻及び口を
覆った状態において右頬の表面上に位置する右側縁部及び左頬の表面上に位置する左側縁
部を有するものと、
　前記右側縁部を右頬の表面上に保持する右側保持部と、
　前記左側縁部を左頬の表面上に保持する左側保持部と、を備え、
　前記マスク本体は、厚さ方向に互いに重なり合うように折り畳まれており上下方向に広
げることが可能な形状に形成されており、
　前記右側保持部は、前記右側縁部の右側に位置するように前記右側縁部に接続されてお
り右頬の表面に付着可能な右上粘着部と、前記右上粘着部の下方でかつ前記右側縁部の右
側に位置するように前記右側縁部に接続されており右頬の表面に付着可能な右下粘着部と
、を含み、
　前記左側保持部は、前記左側縁部の左側に位置するように前記左側縁部に接続されてお
り左頬の表面に付着可能な左上粘着部と、前記左上粘着部の下方でかつ前記左側縁部の左
側に位置するように前記左側縁部に接続されており左頬の表面に付着可能な左下粘着部と
、を含み、
　前記右上粘着部及び前記右下粘着部の少なくとも一方の粘着部は、前記マスク本体に近
づくにしたがって、当該右上粘着部と当該右下粘着部との隙間の上下方向の寸法が小さく
なるように当該一方の粘着部の上下方向の寸法を大きくする形状を有し、
　前記左上粘着部及び前記左下粘着部の少なくとも一方の粘着部は、前記マスク本体に近
づくにしたがって、当該左上粘着部と当該左下粘着部との隙間の上下方向の寸法が小さく
なるように当該一方の粘着部の上下方向の寸法を大きくする形状を有する、マスク。
【請求項２】
　請求項１に記載のマスクにおいて、
　前記右上粘着部及び前記右下粘着部は、前記マスク本体から離間するにしたがって、前
記右上粘着部の左下の端部と前記右下粘着部の左上の端部との間に位置するとともに左右
方向に延びる直線から次第に離間する形状を有し、
　前記左上粘着部及び前記左下粘着部は、前記マスク本体から離間するにしたがって、前
記左上粘着部の右下の端部と前記左下粘着部の右上の端部との間に位置するとともに左右
方向に延びる直線から次第に離間する形状を有する、マスク。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のマスクにおいて、
　前記マスク本体は、前記右側縁部の上端と前記左側縁部の上端とを結ぶとともに直線状
に延びる形状を有する上側縁部と、前記右側縁部の下端と前記左側縁部の下端とを結ぶと
ともに直線状に延びる形状を有する下側縁部と、を有し、
　前記右側保持部及び左側保持部は、前記上側縁部の延長線と前記下側縁部の延長線との
間に収まる形状を有する、マスク。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれかに記載のマスクにおいて、
　前記右側保持部は、前記右上粘着部及び前記右下粘着部を被覆しており剥離されること
が可能な右側剥離シートをさらに備え、
　前記右側剥離シートは、前記右上粘着部を被覆する形状を有する右上被覆部と、前記右
下粘着部を被覆する形状を有する右下被覆部と、前記右上被覆部と前記右下被覆部とを連
結する右側連結部と、を有し、
　前記左側保持部は、前記左上粘着部及び前記左下粘着部を被覆しており剥離されること
が可能な左側剥離シートをさらに備え、
　前記左側剥離シートは、前記左上粘着部を被覆する形状を有する左上被覆部と、前記左
下粘着部を被覆する形状を有する左下被覆部と、前記左上被覆部と前記左下被覆部とを連
結する左側連結部と、を有する、マスク。
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【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかに記載のマスクの製造方法であって、
　前記マスク本体と、前記右側保持部として前記マスク本体とは別部材で構成されたもの
と、前記左側保持部として前記マスク本体とは別部材で構成されたものと、を準備する準
備工程と、
　前記右側保持部を前記マスク本体に接続するとともに、前記左側保持部を前記マスク本
体に接続する接続工程と、を備え、
　前記準備工程では、前記右側保持部として、前記右上粘着部及び前記右下粘着部と、単
一部材で構成されており前記右上粘着部及び前記右下粘着部を支持する右側基材と、を有
するものを準備するとともに、前記左側保持部として、前記左上粘着部及び前記左下粘着
部と、単一部材で構成されており前記左上粘着部及び前記左下粘着部を支持する左側基材
と、を有するものを準備し、
　前記接続工程では、前記右上粘着部が前記右側縁部の右側に位置するとともに前記右下
粘着部が前記右上粘着部の下方でかつ前記右側縁部の右側に位置する状態で前記右側基材
を前記右側縁部に接続するとともに、前記左上粘着部が前記左側縁部の左側に位置すると
ともに前記左下粘着部が前記左上粘着部の下方でかつ前記左側縁部の左側に位置する状態
で前記左側基材を前記左側縁部に接続する、マスクの製造方法。
【請求項６】
　請求項５に記載のマスクの製造方法において、
　前記準備工程では、前記右側保持部として、前記右上粘着部と前記右下粘着部とを結ぶ
線分の中点を通りかつ当該線分と直交する直線を対称軸とする線対称な形状を有するもの
を準備するとともに、前記左側保持部として、前記右側縁部と前記左側縁部とを結ぶ線分
の中点を通りかつ当該線分と直交する直線を基準として前記右側保持部と対称な形状を有
するものを準備する、マスクの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マスク及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気感染の予防等のために着用されるマスクとして、頬に貼り付けることが可能
なものが知られている。例えば、特許文献１には、上下方向に広げることが可能なプリー
ツ状に形成されたマスク本体と、マスク本体の右側縁部に接続された右側保持部と、マス
ク本体の左側縁部に接続された左側保持部と、を有するマスクが開示されている。前記右
側保持部は、マスク本体の右側縁部うちの右上の部位に接続された右上粘着層と、マスク
本体の右側縁部のうちの右下の部位に接続された右下粘着層と、を有しており、前記左側
保持部は、マスク本体の左側縁部のうちの左上の部位に接続された左上粘着層と、マスク
本体の左側縁部のうちの左下の部位に接続された左下粘着層と、を有している。このマス
クの着用は、例えば次のように行われる。まず、マスク本体が鼻を被覆する状態で右上粘
着層を右頬に貼り付けるとともに左上粘着層を左頬に貼り付け、次に、マスク本体が鼻及
び口の双方を被覆する形状となるように当該マスク本体の下部を下向きに引っ張り、その
後、右下粘着層を右頬に貼り付けるとともに左下粘着層を左頬に貼り付ける。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－００８３６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に記載されるようなマスク、すなわち、頬に貼り付けることが可能な粘
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着部を有するマスクでは、各粘着部の頬（肌）に対する粘着力がなるべく大きく確保され
ることが望ましい。そこで、各粘着部の面積（形状）を大きくすることが考えられる。し
かしながら、右上粘着部及び左上粘着部の面積を大きくすると、当該マスクの着用時に各
粘着部が髪の毛に付着するおそれがある。一方、右下粘着部及び左下粘着部の面積を大き
くすると、当該マスクの着用時に各粘着部が顎に至り、これにより当該粘着部の剥がれが
生じやすくなるおそれがある。
【０００５】
　さらに、当該マスクの着用時にマスク本体を上下方向に広げた際、右下粘着部が右上粘
着部に近づくように変位するとともに左下粘着部が左上粘着部に近づくように変位するの
で、右上粘着部及び右下粘着部の少なくともいずれか一方、並びに、左上粘着部及び左下
粘着部の少なくともいずれか一方の面積を大きくすると、右下粘着部のうち特に右側の端
部が右上粘着部上に重なるとともに左下粘着部のうち特に左側の端部が左上粘着部上に重
なるおそれ、すなわち、右下粘着部及び左下粘着部の一部が頬への粘着に寄与しなくなる
おそれがある。
【０００６】
　本発明の目的は、着用時における粘着部の髪の毛又は顎への付着と、右下粘着部が右上
粘着部上に重なること及び左下粘着部が左上粘着部上に重なることと、を抑制しながら、
各粘着部の粘着力を向上させることが可能なマスク及びその製造方法を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するための手段として、本発明は、鼻及び口を被覆可能な形状を有する
マスク本体であって、当該マスク本体が鼻及び口を覆った状態において右頬の表面上に位
置する右側縁部及び左頬の表面上に位置する左側縁部を有するものと、前記右側縁部を右
頬の表面上に保持する右側保持部と、前記左側縁部を左頬の表面上に保持する左側保持部
と、を備え、前記マスク本体は、厚さ方向に互いに重なり合うように折り畳まれており上
下方向に広げることが可能な形状に形成されており、前記右側保持部は、前記右側縁部の
右側に位置するように前記右側縁部に接続されており右頬の表面に付着可能な右上粘着部
と、前記右上粘着部の下方でかつ前記右側縁部の右側に位置するように前記右側縁部に接
続されており右頬の表面に付着可能な右下粘着部と、を含み、前記左側保持部は、前記左
側縁部の左側に位置するように前記左側縁部に接続されており左頬の表面に付着可能な左
上粘着部と、前記左上粘着部の下方でかつ前記左側縁部の左側に位置するように前記左側
縁部に接続されており左頬の表面に付着可能な左下粘着部と、を含み、前記右上粘着部及
び前記右下粘着部の少なくとも一方の粘着部は、前記マスク本体に近づくにしたがって、
当該右上粘着部と当該右下粘着部との隙間の上下方向の寸法が小さくなるように当該一方
の粘着部の上下方向の寸法を大きくする形状を有し、前記左上粘着部及び前記左下粘着部
の少なくとも一方の粘着部は、前記マスク本体に近づくにしたがって、当該左上粘着部と
当該左下粘着部との隙間の上下方向の寸法が小さくなるように当該一方の粘着部の上下方
向の寸法を大きくする形状を有する、マスクを提供する。
【０００８】
　本マスクでは、右上粘着部及び右下粘着部の少なくとも一方の粘着部は、マスク本体に
近づくにしたがって、右上粘着部と右下粘着部との隙間の上下方向の寸法が小さくなるよ
うに当該一方の粘着部の上下方向の寸法を大きくする形状を有するので、着用時における
右上粘着部の髪の毛への付着又は右下粘着部の顎への付着と右下粘着部が右上粘着部に重
なることとを抑制しながら、右上粘着部及び右下粘着部の粘着力を向上させることができ
る。具体的に、前記一方の粘着部は、マスク本体に近づくにしたがって、右上粘着部と右
下粘着部との隙間の上下方向の寸法が小さくなるように当該一方の粘着部の上下方向の寸
法を大きくする形状を有するので、換言すれば、マスク本体から離間するにしたがって、
他方の粘着部から離間しつつ当該一方の粘着部の上下方向の寸法を小さくする形状を有す
るので、マスク本体から離間するにしたがって右上粘着部と右下粘着部との隙間の上下方
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向の寸法を大きくしつつ右上粘着部の右側の端部と右下粘着部の右側の端部との上下方向
の寸法の著しい増大を避けることができる。よって、本マスクの着用時における右上粘着
部の髪の毛への付着又は右下粘着部の顎への付着と、右下粘着部が右上粘着部に重なるこ
とと、の双方を抑制することができる。さらに、前記一方の粘着部は、マスク本体に近づ
くにしたがって当該一方の粘着部の上下方向の寸法を大きくする形状を有するので、右上
粘着部及び右下粘着部の面積、すなわち、粘着力を十分に確保することができる。以上の
ことは、左上粘着部及び左下粘着部についても同様である。
【０００９】
　この場合において、前記右上粘着部及び前記右下粘着部は、前記マスク本体から離間す
るにしたがって、前記右上粘着部の左下の端部と前記右下粘着部の左上の端部との間に位
置するとともに左右方向に延びる直線から次第に離間する形状を有し、前記左上粘着部及
び前記左下粘着部は、前記マスク本体から離間するにしたがって、前記左上粘着部の右下
の端部と前記左下粘着部の右上の端部との間に位置するとともに左右方向に延びる直線か
ら次第に離間する形状を有することが好ましい。
【００１０】
　このようにすれば、着用時において右下粘着部が右上粘着部に重なること及び左下粘着
部が左上粘着部に重なることがより確実に抑制される。
【００１１】
　また、本発明において、前記マスク本体は、前記右側縁部の上端と前記左側縁部の上端
とを結ぶとともに直線状に延びる形状を有する上側縁部と、前記右側縁部の下端と前記左
側縁部の下端とを結ぶとともに直線状に延びる形状を有する下側縁部と、を有し、前記右
側保持部及び左側保持部は、前記上側縁部の延長線と前記下側縁部の延長線との間に収ま
る形状を有することが好ましい。
【００１２】
　このようにすれば、本マスクを収容する包装容器の上下方向の寸法の短縮が可能となる
。具体的に、両保持部は、前記上側縁部の延長線と前記下側縁部の延長線との間（マスク
本体の上下方向の寸法の範囲内）に収まる形状を有するので、前記包装容器の上下方向の
寸法を、マスク本体を収容可能な寸法とすることが可能となる。
【００１３】
　また、本発明において、前記右側保持部は、前記右上粘着部及び前記右下粘着部を被覆
しており剥離されることが可能な右側剥離シートをさらに備え、前記右側剥離シートは、
前記右上粘着部を被覆する形状を有する右上被覆部と、前記右下粘着部を被覆する形状を
有する右下被覆部と、前記右上被覆部と前記右下被覆部とを連結する右側連結部と、を有
し、前記左側保持部は、前記左上粘着部及び前記左下粘着部を被覆しており剥離されるこ
とが可能な左側剥離シートをさらに備え、前記左側剥離シートは、前記左上粘着部を被覆
する形状を有する左上被覆部と、前記左下粘着部を被覆する形状を有する左下被覆部と、
前記左上被覆部と前記左下被覆部とを連結する左側連結部と、を有することが好ましい。
【００１４】
　このようにすれば、本マスクの着用時に右上粘着部と右下粘着部とを露出させる作業及
び左上粘着部と左下粘着部とを露出させる作業がそれぞれ簡素化される。具体的に、右側
連結部は右上被覆部と右下被覆部とを連結しているので、右上被覆部及び右下被覆部のい
ずれか一方を剥離することにより他方を同時に剥離することができる。換言すれば、１回
の剥離作業で右上粘着部及び右下粘着部の双方を露出させることができる。このため、右
上粘着部と右下粘着部とが互いに独立した形状を有する剥離シートで被覆されている場合
に比べて、右上粘着部と右下粘着部とを露出させる際の剥離シートの剥離作業が簡素化さ
れる。このことは、左側剥離シートについても同様である。
【００１５】
　また、本発明は、前記マスクの製造方法であって、前記マスク本体と、前記右側保持部
として前記マスク本体とは別部材で構成されたものと、前記左側保持部として前記マスク
本体とは別部材で構成されたものと、を準備する準備工程と、前記右側保持部を前記マス
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ク本体に接続するとともに、前記左側保持部を前記マスク本体に接続する接続工程と、を
備え、前記準備工程では、前記右側保持部として、前記右上粘着部及び前記右下粘着部と
、単一部材で構成されており前記右上粘着部及び前記右下粘着部を支持する右側基材と、
を有するものを準備するとともに、前記左側保持部として、前記左上粘着部及び前記左下
粘着部と、単一部材で構成されており前記左上粘着部及び前記左下粘着部を支持する左側
基材と、を有するものを準備し、前記接続工程では、前記右上粘着部が前記右側縁部の右
側に位置するとともに前記右下粘着部が前記右上粘着部の下方でかつ前記右側縁部の右側
に位置する状態で前記右側基材を前記右側縁部に接続するとともに、前記左上粘着部が前
記左側縁部の左側に位置するとともに前記左下粘着部が前記左上粘着部の下方でかつ前記
左側縁部の左側に位置する状態で前記左側基材を前記左側縁部に接続する、マスクの製造
方法を提供する。
【００１６】
　本製造方法では、マスク本体を準備し、当該マスク本体に右側基材及び左側基材を接続
することにより簡単に前記マスクを製造することができる。具体的に、右上粘着部及び右
下粘着部は、単一部材で構成された右側基材に支持されているので、すなわち、両粘着部
の位置関係が右側基材により固定されているので、接続工程において、各粘着部のマスク
本体に対する位置決め作業が省略される。このことは、左側保持部の接続時においても同
様である。
【００１７】
　この場合において、前記準備工程では、前記右側保持部として、前記右上粘着部と前記
右下粘着部とを結ぶ線分の中点を通りかつ当該線分と直交する直線を対称軸とする線対称
な形状を有するものを準備するとともに、前記左側保持部として、前記右側縁部と前記左
側縁部とを結ぶ線分の中点を通りかつ当該線分と直交する直線を基準として前記右側保持
部と対称な形状を有するものを準備することが好ましい。
【００１８】
　このようにすれば、右上粘着部と右下粘着部との間及び左上粘着部と左下粘着部との間
を結ぶ線分の中点を中心として右側保持部と左側保持部とが互いに点対称な形状となるの
で、右側保持部及び左側保持部として互いに同じ形状を有するものを準備することが可能
となる。よって、各保持部の製造及び管理が簡素化される。
【発明の効果】
【００１９】
　以上のように、本発明によれば、着用時における粘着部の髪の毛又は顎への付着と、右
下粘着部が右上粘着部上に重なること及び左下粘着部が左上粘着部上に重なることと、を
抑制しながら、各粘着部の粘着力を向上させることが可能なマスク及びその製造方法を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態のマスクの正面図である。
【図２】図１に示すマスクの背面図である。
【図３】右側保持部の背面図である。
【図４】図３に示す右側保持部の底面図である。
【図５】図３に示す右側保持部から右側剥離シートを剥離した状態を示す図である。
【図６】マスクの着用時の状態を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明の一実施形態のマスクについて、図１～図６を参照しながら説明する。
【００２２】
　図１及び図２に示されるように、本実施形態のマスクは、マスク本体１０と、右側保持
部２０Ｒと、左側保持部２０Ｌと、を備えている。
【００２３】
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　マスク本体１０は、織布や不織布等の通気性を有する材料により形成されており、鼻及
び口を被覆可能な形状を有する。マスク本体１０は、厚さ方向に互いに重なり合うように
折り畳まれており、上下方向に広げることが可能な形状（いわゆるプリーツ状）に形成さ
れている。マスク本体１０は、右側縁部１０Ｒと、左側縁部１０Ｌと、上側縁部１０Ｔと
、下側縁部１０Ｕと、を有している。右側縁部１０Ｒは、マスク本体１０が鼻及び口を覆
った状態において右頬の表面上に位置する。左側縁部１０Ｌは、マスク本体１０が鼻及び
口を覆った状態において左頬の表面上に位置する。上側縁部１０Ｔは、右側縁部１０Ｒの
上端と左側縁部１０Ｌの上端とを結ぶ形状を有する。下側縁部１０Ｕは、右側縁部１０Ｒ
の下端と左側縁部１０Ｌの下端とを結ぶ形状を有する。本実施形態では、マスク本体１０
は、非着用時において矩形状を呈する。つまり、非着用時（図１及び図２の状態）におい
て、各縁部は、直線状に形成されている。
【００２４】
　本実施形態では、マスク本体１０の上側縁部１０Ｔ内に、保形部材１４が設けられてい
る。保形部材１４は、上側縁部１０Ｔを鼻の外形に沿う形状に保持可能な部材である。保
形部材１４は、金属材料等により薄板状に形成される。
【００２５】
　また、マスク本体１０には、吸水性コア（図示略）を保持するためのコア保持部１６が
接続されている。コア保持部１６は、図２に示されるように、マスク本体１０の背面側（
肌に接する側）の上側縁部１０Ｔに接続されており、上向きに開口する袋状に形成されて
いる。吸水性コアは、保水液を保持可能に構成されている。この吸水性コアは、繊維材料
等により形成される。
【００２６】
　右側保持部２０Ｒは、マスク本体１０の右側縁部１０Ｒを右頬の表面上に保持する。右
側保持部２０Ｒは、右側縁部１０Ｒに接続されており、右頬（肌）に付着可能に構成され
ている。具体的に、右側保持部２０Ｒは、右側基材３０と、右上粘着部４２と、右下粘着
部４４と、右側剥離シート５０と、を有する。本実施形態では、右側保持部２０Ｒは、上
側縁部１０Ｔの延長線と下側縁部１０Ｕの延長線との間に収まる形状に設定されている。
【００２７】
　右側基材３０は、右側縁部１０Ｒに接続されている。右側基材３０は、単一の部材で構
成されており、右上粘着部４２と右下粘着部４４とを支持している。図３及び図５に示さ
れるように、右側基材３０は、右上粘着部４２を支持する右上基材３２と、右下粘着部４
４を支持する右下基材３４と、右上基材３２と右下基材３４とを連結する連結基材３６と
、を有する。本実施形態では、右側基材３０は、マスク本体１０とは別部材で構成されて
おり、当該右側基材３０の左側の端部が右側縁部１０Ｒに接続されている。具体的に、右
側基材３０は、右上粘着部４２が右側縁部１０Ｒの右側に位置するとともに右下粘着部４
４が右上粘着部４２の下方でかつ右側縁部１０Ｒの右側に位置する状態で右側縁部１０Ｒ
に接続される。右側基材３０は、例えば超音波溶着によって右側縁部１０Ｒに接続される
。
【００２８】
　右上基材３２は、右側縁部１０Ｒのうちの右上の部位（右側縁部１０Ｒの上下方向の中
央部よりも上側に位置する部位）から右向きに突出する形状を有する。図３及び図５に示
されるように、右上基材３２は、五角形に形成されている。具体的に、右上基材３２の左
側の端部及び右側の端部は、それぞれ、上下方向と平行な方向に延びる形状を有しており
、右上基材３２の上側の端部及び下側の端部は、それぞれ、左右方向と平行な方向に延び
る形状を有しており、右上基材３２の右下の端部は、マスク本体１０に近づく（左側に向
かう）にしたがって下方に向かうように傾斜する形状を有している。右上基材３２は、当
該右上基材３２の上側の端部が上側縁部１０Ｔの延長線よりも下側に位置する状態で右側
縁部１０Ｒに接続されている。本実施形態では、右上基材３２の左側の端部の上下方向の
寸法ｈ１は、３５ｍｍに設定されており、右上基材３２の右側の端部の上下方向の寸法ｈ
２は、２０ｍｍに設定されている。また、右上基材３２の上側の端部の左右方向の寸法ｗ
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１は、３０ｍｍに設定されており、右上基材３２の下側の端部の左右方向の寸法ｗ２は、
１０ｍｍに設定されている。
【００２９】
　連結基材３６は、右上基材３２の下端部に接続されている。連結基材３６は、矩形状に
形成されている。本実施形態では、連結基材３６の左右方向の寸法は、右上基材３２の下
側の端部の寸法ｗ２と同じ（本実施形態では１０ｍｍ）に設定されており、連結基材３６
の上下方向の寸法ｈ３は、１０ｍｍに設定されている。
【００３０】
　右下基材３４は、連結基材３６の下端部に接続されている。右下基材３４は、右側縁部
１０Ｒのうちの右下の部位（右側縁部１０Ｒの上下方向の中央部よりも下側に位置する部
位）から右向きに突出する形状を有する。右下基材３４は、当該右下基材３４の下側の端
部が下側縁部１０Ｕの延長線よりも上側に位置する状態で右側縁部１０Ｒに接続されてい
る。本実施形態では、右下基材３４は、連結基材３６の上下方向の中央部を通るとともに
左右方向に延びる直線を基準軸として右上基材３２と対称な形状に形成されている。つま
り、右側基材３０は、前記基準軸を対称軸とする線対称な形状に形成されている。
【００３１】
　右上粘着部４２は、右上基材３２の背面上に設けられている。図５に示されるように、
右上粘着部４２は、マスク本体１０に近づくにしたがって、右上粘着部４２と右下粘着部
４４との隙間Ｓの上下方向の寸法が小さくなるように当該右上粘着部４２の上下方向の寸
法を大きくする形状を有する。右上粘着部４２は、マスク本体１０から離間するにしたが
って次第に前記基準軸から離間する形状を有する。本実施形態では、右上粘着部４２は、
台形に形成されている。右上粘着部４２は、左側の端部４２Ｌと、右側の端部４２Ｒと、
上側の端部４２Ｔと、下側の端部４２Ｕと、を有している。右上粘着部４２の左側の端部
４２Ｌ及び右側の端部４２Ｒは、それぞれ、上下方向と平行な方向に延びる形状を有して
おり、右上粘着部４２の上側の端部４２Ｔは、左右方向と平行な方向に延びる形状を有し
ており、右上粘着部４２の下側の端部４２Ｕは、マスク本体１０に近づくにしたがって前
記基準軸に近づくように傾斜する形状を有している。右上粘着部４２の左側の端部４２Ｌ
の上下方向の寸法は、右上基材３２の左側の端部の上下方向の寸法ｈ１と同じ（本実施形
態では３５ｍｍ）に設定されており、右上粘着部４２の右側の端部４２Ｒの上下方向の寸
法は、右上基材３２の右側の端部の上下方向の寸法ｈ２と同じ（本実施形態では２０ｍｍ
）に設定されている。また、右上粘着部４２の上側の端部４２Ｔの左右方向の寸法ｗ３は
、２０ｍｍに設定されている。
【００３２】
　右下粘着部４４は、右下基材３４の背面上に設けられている。本実施形態では、右下粘
着部４４は、前記基準軸に関して右上粘着部４２と対称な形状に形成されている。
【００３３】
　本実施形態では、右上粘着部４２及び右下粘着部４４は、ゴム系粘着剤により形成され
ている。前記ゴム系粘着剤として、０．５Ｎ～１．５Ｎの粘着力を有するものを用いるこ
とが好ましい。
【００３４】
　前記粘着力は、剥離試験機（株式会社島津製作所製　ＡＵＴＯＧＲＡＰＨ－ＡＧＳ－Ｘ
）を用いて、次のようにして測定された力に相当する。すなわち、ベークライト板に、前
記ゴム系粘着剤により形成した試験片（横幅が２０ｍｍ、縦幅が８０ｍｍの矩形状のもの
）を張り付け、剥離速度を３００ｍｍ／ｍｉｎとし、剥離角度を１８０度として前記試験
片をベークライト板から剥離する際の力が前記粘着力に相当する。上記範囲の粘着力を有
するゴム系粘着剤として、例えば、日東ライフテック株式会社製のニトフィットが挙げら
れる。前記ニトフィットの粘着力は、１．１８Ｎである。
【００３５】
　右側剥離シート５０は、右上粘着部４２及び右下粘着部４４を被覆しており剥離される
ことが可能なシートである。図２及び図３に示されるように、右側剥離シート５０は、右
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上粘着部４２を被覆する形状を有する右上被覆部５２と、右下粘着部４４を被覆する形状
を有する右下被覆部５４と、右上被覆部５２と右下被覆部５４とを連結する連結する右側
連結部５６と、を有する。
【００３６】
　右上被覆部５２は、五角形に形成されている。本実施形態では、右上被覆部５２の左側
の端部の上下方向の寸法は、右上基材３２の左側端部の同方向の寸法ｈ１と同じ（本実施
形態では３５ｍｍ）に設定されており、右上被覆部５２の右側の端部の上下方向の寸法は
、右上基材３２の右側の端部の同方向の寸法ｈ２と同じ（本実施形態では２０ｍｍ）に設
定されている。また、右上被覆部５２の上側の端部の左右方向の寸法ｗ４は、２３ｍｍに
設定されており、右上被覆部５２の下側の端部の左右方向の寸法ｗ５は、３ｍｍに設定さ
れている。
【００３７】
　右側連結部５６は、右上被覆部５２の下端部に接続されている。右側連結部５６は、矩
形状に形成されている。本実施形態では、右側連結部５６の左右方向の寸法は、右上被覆
部５２の下側の端部の同方向の寸法ｗ５と同じ（本実施形態では３ｍｍ）に設定されてお
り、右側連結部５６の上下方向の寸法は、連結基材３６の同方向の寸法ｈ３と同じ（本実
施形態では１０ｍｍ）に設定されている。
【００３８】
　右下被覆部５４は、右側連結部５６の下端部に接続されている。本実施形態では、右下
被覆部５４は、前記基準軸に関して右上被覆部５２と対称な形状に形成されている。
【００３９】
　左側保持部２０Ｌは、右側縁部１０Ｒと左側縁部１０Ｌとを結ぶ線分の中点を通りかつ
当該線分と直交する直線を基準として右側保持部２０Ｒと対称な形状を有する。このため
、左側保持部２０Ｌの説明を簡略化する。左側保持部２０Ｌは、右側基材３０に対応する
左側基材と、右上粘着部４２に対応する左上粘着部と、右下粘着部４４に対応する左下粘
着部と、右側剥離シート５０に対応する左側剥離シートと、を有する。
【００４０】
　以上に説明したマスクの着用の仕方の例を説明する。
【００４１】
　まず、右側剥離シート５０と左側剥離シートとを剥がす。ここで、右側剥離シート５０
の右側連結部５６は、右上被覆部５２と右下被覆部５４とを連結しているので、右上被覆
部５２及び右下被覆部５４のいずれか一方を剥離することにより他方を同時に剥離するこ
とができる。換言すれば、１回の剥離作業で右上粘着部４２及び右下粘着部４４の双方を
露出させることができる。このため、右上粘着部４２と右下粘着部４４とが互いに独立し
た形状を有する剥離シートで被覆されている場合に比べて、右上粘着部４２と右下粘着部
４４とを露出させる際の剥離シートの剥離作業が簡素化される。このことは、左側剥離シ
ートについても同様である。
【００４２】
　次に、マスク本体１０が鼻を被覆する状態で右上粘着部４２を右頬に付着させるととも
に左上粘着部を左頬に付着させる。このとき、保形部材１４を鼻の外形に沿うように変形
させる。
【００４３】
　そして、マスク本体１０が鼻及び口の双方を被覆する形状となるように当該マスク本体
１０の下部（下側縁部１０Ｕ）を下向きに引っ張り、その後、右下粘着部４４を右頬に付
着させるとともに左下粘着部を左頬に付着させる（図６を参照）。
【００４４】
　ここで、マスク本体１０の下部を下向きに引っ張った際、右下粘着部４４が右上粘着部
４２に近づく方向に変位するものの、本実施形態では、両粘着部４２，４４は、マスク本
体１０から離間するにしたがって右上粘着部４２と右下粘着部４４との隙間Ｓの上下方向
の寸法を次第に大きくする形状を有しているので、右下粘着部４４を右頬に付着させると
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きに当該右下粘着部４４が右上粘着部４２に重なることが抑制される。さらに、両粘着部
４２，４４は、マスク本体１０から離間するにしたがって、当該粘着部４２，４４の上下
方向の寸法を小さくする形状を有するので、マスク本体１０から離間するにしたがって右
上粘着部４２と右下粘着部４４との隙間Ｓの上下方向の寸法を大きくしながら右上粘着部
４２の右側の端部と右下粘着部４４の右側の端部との上下方向の寸法の著しい増大を避け
ることができる。よって、本マスクの着用時に、右下粘着部４４が右上粘着部４２に重な
ることに加え、右上粘着部４２の髪の毛への付着や右下粘着部４４の顎への付着が抑制さ
れる。さらに、両粘着部４２，４４は、マスク本体１０に近づくにしたがって、当該粘着
部４２，４４の上下方向の寸法を大きくする形状を有するので、右上粘着部４２及び右下
粘着部４４の総面積、すなわち、粘着力を十分に確保することができる。以上のことは、
左上粘着部及び左下粘着部についても同様である。
【００４５】
　また、本実施形態では、右側保持部２０Ｒ及び左側保持部２０Ｌは、上側縁部１０Ｔの
延長線と下側縁部１０Ｕの延長線との間に収まる形状を有しているので、本マスクを収容
する包装容器の上下方向の寸法の短縮が可能となる。具体的に、両保持部２０Ｒ，２０Ｌ
は、上側縁部１０Ｔの延長線と下側縁部１０Ｕの延長線との間（マスク本体１０の上下方
向の寸法の範囲内）に収まる形状を有するので、前記包装容器の上下方向の寸法を、マス
ク本体１０を収容可能な寸法とすることが可能となる。
【００４６】
　さらに、本実施形態では、右上粘着部４２及び右下粘着部４４は、単一部材で構成され
た右側基材３０に支持されているので、すなわち、両粘着部４２，４４の位置関係が右側
基材３０により固定されているので、両粘着部４２，４４をマスク本体１０に接続する際
の両粘着部４２，４４のマスク本体１０に対する位置決め作業が省略される。具体的に、
右上基材３２、連結基材３６及び右下基材３４の各左側の端部を右側縁部１０Ｒに重ねた
状態でこれらの端部を右側縁部１０Ｒに接続することにより、右上粘着部４２が右側縁部
１０Ｒの右側に位置するとともに右下粘着部４４が右上粘着部４２の下方でかつ右側縁部
１０Ｒの右側に位置する状態となる。以上のことは、左上粘着部及び左下粘着部について
も同様である。よって、マスク本体１０を準備し、当該マスク本体１０に右側基材３０及
び左側基材を接続することにより簡単にマスクを製造することができる。
【００４７】
　また、本実施形態では、右側保持部２０Ｒが前記基準軸に関して上下対称な形状を有し
、左側保持部２０Ｌが右側縁部１０Ｒと左側縁部１０Ｌとを結ぶ線分の中点を通りかつ当
該線分と直交する直線を基準として右側保持部２０Ｒと対称な形状を有するので、右側保
持部２０Ｒと左側保持部２０Ｌとは、右上粘着部４２と右下粘着部４４との間及び左上粘
着部と左下粘着部との間を結ぶ線分の中点（前記基準軸と前記直線との交点）を中心とし
て互いに点対称な形状となる。このため、右側保持部２０Ｒ及び左側保持部２０Ｌとして
互いに同じ形状を有するものを準備することにより本マスクの製造が可能となるので、各
保持部２０Ｒ，２０Ｌの製造及び管理が簡素化される。
【００４８】
　なお、今回開示された上記実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではな
いと考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求
の範囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変
更が含まれる。
【００４９】
　右上粘着部４２及び右下粘着部４４の形状は、上記実施形態の例（台形）に限られない
。右上粘着部４２及び右下粘着部４４は、その少なくとも一方の粘着部が、マスク本体１
０に近づくにしたがって、当該右上粘着部４２と当該右下粘着部４４との隙間Ｓの上下方
向の寸法が小さくなるように当該一方の粘着部の上下方向の寸法を大きくする形状を有し
ていればよい。例えば、右下粘着部４４は、当該右下粘着部４４の上側の端部が左右方向
に直線状に延びる形状を有する矩形状に形成されてもよい。また、右上粘着部４２は上側
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縁部１０Ｔの延長線よりも上方に突出する形状であってもよく、右下粘着部４４は下側縁
部１０Ｕよりも下方に突出する形状であってもよい。以上のことは、左上粘着部及び左下
粘着部についても同様である。
【００５０】
　また、右側保持部２０Ｒと左側保持部２０Ｌとは、互いに同形状であるものに限られな
い。
【符号の説明】
【００５１】
　１０　　マスク本体
　１０Ｒ　右側縁部
　１０Ｌ　左側縁部
　１０Ｔ　上側縁部
　１０Ｕ　下側縁部
　２０Ｒ　右側保持部
　２０Ｌ　左側保持部
　３０　　右側基材
　３２　　右上基材
　３４　　右下基材
　３６　　連結基材
　４２　　右上粘着部
　４４　　右下粘着部
　５０　　右側剥離シート
　５２　　右上被覆部
　５４　　右下被覆部
　５６　　右側連結部
　　Ｓ　　隙間
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